


































A study on the practice of painting and reading





































































































































□六　「たのもう」右京は声が風に飛ばされぬよう、ありったけの声で呼びました。この声で、炭焼きの女房が外に出て参ります。 「妻が急に産気づき 難儀している。お助け頂きたい」女房は三人を家の中 引き入れてくれました。　せわしく床を整え、お才を横
たわらせると、女房は 才の手を握りながら言い 「お侍様、粗末な小屋ですが、おまかせください」 。右京は 「火急の用で飯盛城に参 ねばならぬ。明日戻るまで、息子ともどもお願いいたす」と炭焼きを後にしました。
□七　
寝静まった里美の集落を過
































城と相神浦飯盛城の間で合戦が起こりました。この戦は、右京とお才が命を懸けて止めようとした戦です。場所は、相当原といって現在の佐世保市柚木 あたりになります。有田氏の兵は三百五十騎、相神浦と平戸の連合軍はその倍余 、 戦果は互角合わせて 人以上の 死者を出しました。 その屍は 柚木の人々によって供養されたそうです。
十四　
その後、お才が命を落とした
里美では、夜な夜な人魂が現れるという噂が立つようになりました。忍び泣きが聞こえ、 影が現れ、消えるというのです。我が子のお乳が心配なのか、相当原の戦いを嘆いているのか、その理由は定かではありません。
十五　
里美の人々は、これを哀れに
思い、お才の魂を鎮めるために、有田と相神浦 見渡せる場所に、お堂を建て観音様を祀りました。 今もお才観音とよばれ、安産祈願の参拝者がたえない場所となっています。　
これでこのお話は終わりです。
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絵画制作と朗読の実践研究　～紙芝居活動の報告～
Ⅴ　活動の振り返りと展望
１　作品制作の振り返り
（１）再話について
　昔話の選定については、筆者それぞれが自由におこなったが、どちらも松浦党の戦いであり安穏を願
う趣旨であったことは偶然であったが、同時に現代の子ども達に伝えたい内容の必然とも言えた。歴史
の中から何を汲み取りどのように伝えていくかというメッセージの重要性を感じるところであった。
（２）紙芝居の展開法（コマふり等）について
　紙芝居では、舞台演出のように画面を変えていくダイナミズムが必要であると感じた。じっくりと描
写いく展開から、急激に場面を変化させる手法については、制作を重ねていくことでさらに研究をして
いくことが必要であると感じた。
（３）描画について
　1 枚の絵画を描き進めていくことに比べ、複数の画面で構成していくこの紙芝居の描画は、登場人物の
動きや表情の幅によって表現する内容が大きくなる。これも、今後の修練が求められるものであると実
感した。
２　実演の振り返り
（１）練習について
　朗読の練習をおこなうにあたり、発声法や速度、間の取り方や感情の込め方などに気を配った。この
中で、改めて言葉が持つ伝達力の大きさを意識することができた。
（２）実演について
　いつも生活している場所で、想像を絶することが起きていたことを知ることは、大きな驚きになった
のであろう。いつもに増して好奇心や集中力を示していたようである。戦争や平和が主題となった昔話
であることから、子どもに心に何が残ったかを知るには時間がかかると思われる。今後も子ども達の感
性や情操に訴えていく活動を続けていきたいと考えた。
３　今後の活動の展望
　来年度は、佐世保の児童センターにおいてお話会の実施を計画している。佐世保や有田の昔話を題材に
した紙芝居をさらに制作し、子ども達に伝えたいと考案している。
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